









Health-Related Quality of Life of Junior High School Students with LD and/or PDD 




Learning Disability, Pervasive Developmental Disorder, Developmental Disabilities, 




































中１ 170（84.6） 31（15.4） 201（100.0）
中２ 15（75.0） 5（25.0） 20（100.0）
中３ 173（86.1） 28（13.9） 201（100.0）
合計 358（84.8） 64（15.2） 422（100.0）
表２　PDD, LD 合計点（学年別）






































中１ 160（84.7） 29（15.3） 189（100.0）
中２ 13（65.0） 7（35.0） 20（100.0）
中３ 172（86.0） 28（14.0） 200（100.0）































男 女 無回答 合計
中１ 87（45.8） 97（51.0） 6（3.2） 190（100.0）
中２ 11（52.4） 10（47.6） 0（0.0） 21（100.0）
中３ 84（43.1） 110（56.4） 1（0.5） 195（100.0）















































































































































































































































 t検定 **p<.01, ***p<.001
表６　学校関連不安得点




































































































































 t検定 *p<.05, **p<.01, ***p<.001
表８　子どもの成績についての親の自認

















































































































































































 t検定 *p<.05, *p<.01, ***p<.001
表11　養育態度






LD一般群 342 1.76 0.68 4.603
LD高群 64 2.16 0.62 　***
PDD一般群 356 1.77 0.68 3.872




LD一般群 345 1.48 0.76 4.759
LD高群 64 1.91 0.64 　***
PDD一般群 358 1.51 0.78 3.107
PDD高群 64 1.78 0.63 　**



































































































































































































































































































































































































































































ｎ 平均値 ｎ 平均値 ｔ値
★何もやる気がしないこと 332 3.5 60 3.5 0.313 n.s.
★イライラすること 333 3.7 60 3.2 2.782 **
★だれかに怒りをぶつけたいと思ったこと 332 4.1 60 3.8 2.256 *
★何かに集中できないこと 331 3.6 60 3.1 2.769 **
よく眠れた 333 4.2 60 3.9 1.982 n.s.




ｎ 平均値 ｎ 平均値 ｔ値
★何もやる気がしないこと 345 3.6 57 3.0 2.973 **
★イライラすること 346 3.7 57 3.2 2.820 **
★だれかに怒りをぶつけたいと思ったこと 345 4.1 57 3.5 3.379 **
★何かに集中できないこと 344 3.6 57 3.0 3.450 **
よく眠れた 346 4.2 57 4.0 1.226 n.s.
　　　平均点 342 3.8 57 3.4 3.683 ***
　　　★逆転項目 **p<.01, ***p<.001
表20　学校へいきたくない
人数 平均値 標準偏差 t値
LD一般群 333 2.22 1.48 0.308
LD高群 59 2.15 1.54 n.s.
PDD一般群 345 2.15 1.44 2.275
PDD高群 57 2.70 1.72 *
t検定 *p<.05
表19　父母は話をきいてくれる





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































22） ドイツの Ravensと Bullingerらは，子どもの QOL（Quality 
56
山本　理絵・神田　直子
of Life）をチェックする QOL尺度─ Kid-KINDLRを開発した
（Ravens-Sieberer U.　2003）。これを古庄らは日本語訳し「日本
版 QOL尺度」を作成し，活用している。この尺度は，身体的
健康，情緒的Well-being，自尊感情，家族，友達，学校の６領
域４項目ずつからなり，日常生活面である家庭と学校における
心身の健康と適応状態を考慮に入れた包括的かつ簡便な尺度で
あり，その信頼性・妥当性が確認されている。松嵜くみ子他
「日本における『中学生版 QOL尺度』の検討」『日本小児科学
会雑誌』111巻11号，2007年　pp. 1404‒1410　参照。
23） 松岡弥玲他「養育スタイル尺度の作成：発達的変化と
ADHD傾向との関連から」『発達心理学研究』第22巻　第２号　
2011年　pp. 179‒188.
24） 宋慧珍・伊藤良子・渡邉裕子「高機能自閉症・アスペルガー
障害の子どもたちと親の支援ニーズに関する調査研究」『東京
学芸大紀要　第１部門　教育科学』55　2004年　pp. 325‒333.
25） 中村彩香・池田由紀江「発達障害児を持つ母親への支援に関
する一考察」『健康科学大学紀要』５　2009年　pp. 115‒122.
26） 別府哲・竹林和子「軽度発達障害に関する教師の理解と意
識」（ポスター発表 C，研究発表）『日本教育心理学会総会発表
論文集』46　2004年　p. 342.
